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１. 四半期財務情報の作成等に係る事項
　　　①　会計処理の方法における簡便な方法の採用の有無 ：　　有
　　　　　　（内容） 固定資産の減価償却の方法については、年間見込額のうち当四半期分を計上しております。

法人税等の計上については、法定実効税率をベースとした年間予測税率により計算しております。
　　　②　最近連結会計年度からの会計処理の方法の変更の有無 ：　　無
　　　③　連結及び持分法の適用範囲の異動の有無 ：　　無

２. 平成17年3月期第3四半期の財務・業績の概況（平成16月4月1日～平成16年12月31日）
(1)経営成績（連結）の進捗状況 （百万円未満切捨て）

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

17年3月期第3四半期 9,276 △ 4.8 179 － 283 － 216 －
16年3月期第3四半期 9,748 － － － － － － －
(参考)16年3月期 12,494 437 525 △ 93

円 銭 円 銭

17年3月期第3四半期 8 40 － －
16年3月期第3四半期 － － － －
(参考)16年3月期 △ 3 56 － －

(注)売上高以外の四半期経営成績（連結）の開示は平成17年3月期第１四半期より実施しておりますので、前年同四半期の経営成績及び増減率

     については記載しておりません。

     売上高におけるパーセント表示は、対前年同四半期比増減率を示しております。

〔経営成績（連結）の進捗状況に関する定性的情報等〕
　当第3四半期におけるわが国の経済は、設備投資や輸出の増加等により回復基調を示してきましたが、急激な円高の進行、原
油価格の上昇、度重なる自然災害等不安定要素が多く、景気全体も足踏み状態にあります。
　このような環境の中、当社グループにおいては、各事業とも積極的な営業活動を展開するとともに、新規顧客の開拓、既存顧客
とのより親密な関係の構築等、より顧客重視の体制を明確にして営業力の強化に努めてまいりましたが、精糖事業での依然として
続く需要低迷と価格競争の影響で売上高は前年同期を下回る結果となりました。利益面では、砂糖需要低迷の環境下で海外原
糖相場の上昇に伴う、販売価格転嫁への抵抗感が未だ根強く、計画を下回る結果となりました。食品物資事業は、イヌリン部門で
の市場開拓の遅れや豪州子会社での畜産物事業の売上低迷が響き、営業損失を計上する結果となりました。不動産事業は、概
ね順調に推移しております。

　以上の結果、当第3四半期の連結業績は、売上高 9,276,788千円（前年同期比4.8％減）、営業利益 179,758千円、経常利益
 283,533千円、当第3四半期純利益 216,274千円となりました。
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(２)財政状態（連結）の変動状況 （百万円未満切捨て）

百万円 百万円 ％ 円 銭

17年3月期第3四半期 14,345 10,145 70.7 381 04
16年3月期第3四半期 － － － － －
(参考)16年3月期 15,127 10,361 68.5 376 64

(注)四半期の経営成績（連結）の進捗状況の開示は平成17年3月期第１四半期より実施しておりますので、前年同四半期の財政状態及び増減率

     については記載しておりません。

〔財政状態（連結）の変動状況に関する定性的情報等〕
　当第3四半期の総資産は、前連結会計年度末に比べ782,427千円減少し、14,345,255千円となりました。
　流動資産は、前連結会計年度末に比べ987,328千円減少し、5,553,332千円となりました。これは売上債権が増加したものの、
法人税等の支払、投資有価証券の購入、自己株式の取得、配当金の支払などにより現金及び預金が減少したものであります。
　固定資産は、前連結会計年度末に比べ204,900千円増加し、8,791,922千円となりました。これは無形固定資産が減少しまし
たが、新規購入により有形固定資産及び投資その他の資産が増加したものであります。
　当第3四半期の負債は、前連結会計年度末に比べ566,846千円減少し、4,199,319千円となりました。
　流動負債は、前連結会計年度末に比べ482,858千円減少し、2,482,881千円となりました。これは法人税等や消費税等の支払
いにより未払法人税等及び未払消費税等が減少したものであります。
　固定負債は、前連結会計年度末に比べ83,987千円減少し、1,716,438千円となりました。
　当第3四半期の株主資本は、前連結会計年度末に比べ215,580千円減少し、10,145,935千円となりました。これはその他有価
証券評価差額金の減少や自己株式の増加によるものであります。
　なお、株主資本比率は、株主資本が減少したものの、それ以上に負債が減少したため前連結会計年度末に比べ2.2ポイント上
昇し、70.7％となりました。

３. 平成17年３月期の連結業績予想（平成16年4月1日 ～ 平成17年3月31日）

百万円 百万円 百万円

通期 12,300 500 250
（参考）　１株当たり予想当期純利益（通期） 9円39銭

〔業績予想に関する定性的情報等〕
　当期の業績予想につきましては、第3四半期の業績が概ね計画通り推移しており、前回公表（平成16年11月18日）の通期の
業績予想に修正はありません。

※上記の業績予想は、現時点において入手可能な情報に基づき作成したものであり、実際の業績は、今後様々な要因によって予想数値と

   異なる結果となる可能性があります。　
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（添付資料） 

１.（要約）四半期連結貸借対照表   
 

 
当第３四半期 

平成16年12月31日現在 
前連結会計年度 

平成16年３月31日現在 

区分 金額(千円) 構成比 金額(千円) 構成比 

(資産の部)  ％  ％ 

流動資産     

  現金及び預金 1,780,994  3,062,705  

  受取手形及び売掛金 723,011  518,417  

  有価証券 216,348  189,623  

  たな卸資産 1,433,924  1,566,877  

  その他 1,426,793  1,228,177  

  貸倒引当金 △27,739  △25,140  

流動資産合計 5,553,332 38.7 6,540,661 43.2 

固定資産     

  有形固定資産     

  建物及び構築物 940,682  940,426  

  機械装置及び運搬具 828,998  775,294  

  土地 1,608,138  1,606,386  

  その他 112,340  57,227  

 有形固定資産合計 3,490,160 24.3 3,379,335 22.4 

無形固定資産 345,839 2.4 352,227 2.3 

 投資その他の資産     

  投資有価証券 4,257,898  4,270,313  

  その他 771,142  674,037  

  貸倒引当金 △73,118  △88,891  

 投資その他の資産合計 4,955,923 34.6 4,855,459 32.1 

固定資産合計 8,791,922 61.3 8,587,022 56.8 

   資産合計 14,345,255 100.0 15,127,683 100.0 
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当第３四半期 

平成16年12月31日現在 
前連結会計年度 

平成16年３月31日現在 

区分 金額(千円) 構成比 金額(千円) 構成比 

(負債の部)  ％  ％ 

流動負債     

  買掛金 221,243  297,448  

  短期借入金 995,122  1,037,120  

  賞与引当金 31,077  64,138  

  事業構造改革引当金 104,749  ―  

  その他 1,130,689  1,567,032  

流動負債合計 2,482,881 17.3 2,965,740 19.6 

固定負債     

  長期借入金 427,000  498,000  

  退職給付引当金 647,362  588,573  

  役員退職慰労引当金 60,225  59,600  

  その他 581,850  654,252  

固定負債合計 1,716,438 12.0 1,800,425 11.9 

   負債合計 4,199,319 29.3 4,766,166 31.5 

     

(資本の部)     

 資本金 1,524,460 10.6 1,524,460 10.1 

 資本剰余金 2,366,984 16.5 2,366,732 15.6 

 利益剰余金 6,430,038 44.8 6,383,472 42.2 

 その他有価証券評価差額金 565,866 3.9 621,248 4.1 

 為替換算調整勘定 △46,350 △0.3 △46,813 △0.3 

 自己株式 △695,063 △4.8 △487,582 △3.2 

   資本合計 10,145,935 70.7 10,361,516 68.5 

   負債資本合計 14,345,255 100.0 15,127,683 100.0 
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２.（要約）四半期連結損益計算書 
    

 
当第３四半期 

 自 平成16年４月１日 
至 平成16年12月31日 

前連結会計年度 
自 平成15年４月１日 
至 平成16年３月31日 

区分 金額(千円) 百分比 金額(千円) 百分比 

   ％   ％ 

 売上高  9,276,788 100.0  12,494,448 100.0 

 売上原価  7,312,069 78.8  9,680,468 77.5 

   売上総利益  1,964,719 21.2  2,813,979 22.5 

 販売費及び一般管理費  1,784,960 19.2  2,376,077 19.0 

   営業利益  179,758 2.0  437,902 3.5 

 営業外収益       

  受取利息及び配当金 57,626   57,795   

  持分法による投資利益 36,644   6,279   

  その他 25,673 119,944 1.3 41,095 105,170 0.8 

 営業外費用       

  支払利息 15,081   16,363   

  その他 1,087 16,169 0.2 1,356 17,720 0.1 

   経常利益  283,533 3.1  525,351 4.2 

 特別利益       

  固定資産売却益 3,438   170,013   

  投資有価証券売却益 149,346   404,368   

  投資有価証券償還益 4,065   ―   

  貸倒引当金戻入益 2,570   541   

合理化助成金 125,265 284,685 3.1 62,009 636,931 5.1 

 特別損失       

  たな卸資産評価損 14,085   ―   

  固定資産除却損 20,545   14,994   

  過年度退職給付費用 71,591   128,569   

事業構造改革引当金繰入額 104,749   ―   

その他 1,715 212,687 2.3 1,131,534 1,275,099 10.2 

 税金等調整前四半期純利益又は 
当期純損失(△) 

 355,531 3.9  △112,815 △0.9 

 法人税、住民税及び事業税 40,984   250,196   

 法人税等調整額 98,273 139,257 1.5 △269,045 △18,849 △0.1 

 四半期純利益又は当期純損失(△)  216,274 2.4  △93,966 △0.8 

       

 

 


